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あります。 1 つの授業ならいいですよ。 1 科目



























































































































































回にしたので 2 単位＋ 2 単位で 4 単位としてい
るのですが、教育学部は週 2 回で 3 単位の科目
にしています。それを前回 4 科目作り、さらに


















































































ましたけれど、週 2 回の 3 単位科目が他にも 5
つ用意されています。ほとんどが選択必修です
から、学生らは 2 年次から 3 年次に、どこかし
らで 必 ず 履 修 することになります。このよう
に、間違いなく学生を育てるプログラムに変え
ました。週 2 回ですから、単純に考えて 1 科目





は、前期 3 単位、週 2 回でした。でも後期の教





使って、自 分 がやっている 学 び 方 はどうなの
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うとしています。というようなことを今日は本
学の取り組みとしてご紹介させていただきまし
た。ご清聴ありがとうございました。
り意義あるものにするための準備科目です。い
わゆる、探究・体験型の活動をすると同時に、
あるいはその前の段階として、いろいろな科目
で学んでいることをつなぎ合わせて関連付け、
自分なりに自分が学んだことを整理して、現場
に行って何が見えてくるか考えてもらいます。
あるいは現場で意識したことを大学に戻ってき
たときに、いろいろな科目でばらばらに学んだ
ものをつなぎ合わせて一度考えてみる機会にし
ようということです。こういった、様々な科目
のハブ的な科目を作りました。ですからこの科
目は、教科書があってこれを学んだら100点っ
て話ではないんですね。ケースを使ったり、ジ
グソー使ったり、いろんなアクティブラーニン
グを体験しながら、自分たちで考えて調べて正
解なんかないかもしれないけど自分なりに考え
て、現場に行って現場を見てもう一回戻ってき
て考えて。こういった形の科目をわざわざ 2 年
生に組み込みました。こうすることによって、
教育実習に行って初めて体験するのではなく、
日頃の授業を介して実際と理論をつなぎ合わせ
ながら学んでいくことを促します。
　まさにカリキュラムでしっかりと学生を育て
ていきましょうっていうような形です。今日は
たまたま教育学部の例ですけれども、2018年度
のカリキュラム改訂では、様々な学部が、いろ
いろな工夫をして展開しています。ということ
で、高校も変わり、高校が変われば入ってくる
学生も変わります。変わってきた学生に対し
て、創価大学は様々な形で、よりしっかりとそ
れぞれの高校で伸ばしてきたものを本物にして
いく。このような仕事を今、全学を挙げてやろ
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